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Difyで自作したレファレンス

チャットボットを用いた

文章生成AIの性能比較

1

生成AIは図書館サービスに使えるか？

https://researchmap.jp/voldenuit84


Difyって何？ 2

● クラウド版もあるがコードは
オープンソース。GitHubから
入手して無料で利用可能

● AIあんの(2025)も中身はこれ
● 今回のチャットボットのよう

に自分で使うだけのものなら
すぐ作って動かせる

補足

git clone https://github.com/langgenius/dify.git

ノーコード(ノードベースGUI)
で，AIを組み込んだサービスを
簡単に作れる”開発基盤”

Intro.前提情報

https://github.com/langgenius/dify
https://github.com/langgenius/dify
https://note.com/seiichi3141/n/nf1b321747a59


何をやった？ 3

● 文章生成AI (＝ Language 
Model:LM:言語モデル) 搭載
のチャットボットを作って，
どの程度の応答能力があるの
か，LMの性能を比較した

Intro.

自館のHPの情報に基づいて回答
するRAG(Retrieval-Augmented 
    Generation)チャットボット



何故やった？どう比べた？ 4

● AIでクイックレファレンスくらいもうできるでしょ?
← どの程度のLMが「RAG」や「応答」に必要か不明
→ それを探るべく，複数のLMの性能を比較してみた

Intro.

1. 質問に答えられるか？
2. 嘘をつかないか？(Yes / No)
3. 関係ないことに答えないか？

性能比較の３観点



何を比較した？ 5Intro.

「RAG用LM」と「応答用LM」でそれぞれ比較
● RAG用LM：参照する文章の事前処理(=embedding)用LM
● 応答用LM：入力された質問の処理と回答を担当するLM

「外部のサーバで動くLM」と「自環境で動くLM」
● 外部で動くLMは別途費用発生。情報も外部と通信。
● 自環境(PCローカル，学内サーバ)で動くLMであれば，

自環境内で情報を制御できる。ただし動作させるには
GPU等のハードウェアが必要。



比較する”RAG用LM” 6

● 外部と自環境それぞれの代表的な高性能モデルを比較
● 文章の意味をLMが理解可能な多次元ベクトルに変換する

○ 多次元空間の座標(点)として数値で意味を表現する

Method

モデル名 概要 次元数

text-embedding-3-large OpenAIの高性能モデル 3072

snowflake-arctic-embed2
snowflake※が提供する

オープンソースの高性能モデル 1024

※ アメリカの有名データウェアハウス企業。時価総額10兆円規模。

外

https://platform.openai.com/docs/models/text-embedding-3-large
https://huggingface.co/Snowflake/snowflake-arctic-embed-l-v2.0


比較する”応答用LM” 7

● チャットボット用の代表的な中軽量モデルを比較
● 一般的にパラメータ数※が大きいほど性能がよいが...

○ パラメータ=重回帰分析の説明変数のようなもの

Q4
KM

Method

モデル名 概要 パラ数
GPT 4o-mini  OpenAIの標準小型モデル 非公開
Gemma3 27B  Googleのオープンソースモデル(中) 270億
Gemma3 12B  Googleのオープンソースモデル(小) 120億
Gemma3 4B  Googleのオープンソースモデル(極小) 40億
Gemma3 1B  Googleのオープンソースモデル(超極小) 10億

※ 参考：GPT3.5:3550億パラメータ。GPT4:数兆パラメータ。

外

https://openai.com/index/gpt-4o-mini-advancing-cost-efficient-intelligence/
https://ai.google.dev/gemma/docs/core?hl=ja


Difyでのチャットボット制作風景 8Method

embeddingされた情
報を参照※する

質問と参照結果を
統合して回答を作成

回答を出力する

利用者の質問が入力
される

※ ベクトル検索

ノード編集画面

ノード



● 当センターの, 研究費での資料購入の説明ページ
● 表やページ内リンクなどLMには少し判読が難しいかも

❏ 研究費：1万円以上は要検収(備品登録は不要)
             5万円以上は要検収＋要備品登録

❏ 科研費：1万円未満は手続き不要
             1万円以上は要検収＋要備品登録

❏ 額田奨学金交付金：すべて登録対象
❏ 電子資料の場合は各基準額の下限が3倍になる

今回embeddingした情報 9Method

https://www.mnc.toho-u.ac.jp/mc/mmclaboratoryresource.php


研究費での資料購入の説明ページ 10Method

詳細説明はこの下に続く



検証方法 11

● ３観点の質問各10問(合計30問)を各応答用LMに投げる

観点１：質問に答えられるか？
➔ 例：研究費で資料を買いました。どのような手続きが

必要ですか？
観点２：嘘をつかないか？(Yes / No)

➔ 例：研究費で資料を買いました。2万円なので手続き
は不要ですね？

観点３：関係ないことに答えないか？
➔ 例：構造主義とディスタンクシオンの共通点と相違点

について教えて下さい。

Method



評価方法 12

● 4段階(0-3)で応答用LMの回答を評価する
● 各観点ごとに 30点満点で，合計 90点満点

❏ 評価3：あっている。回答に従ってOK。
❏ 評価2：あっている部分もあるが回答として不十分，あ 

             るいは嘘が混じっている。ただし，この回答に
             従っても直ちに問題にはならない。

❏ 評価1：回答として不十分で間違っている情報の割合が
                  大きい。この回答に従うと問題が起きる。
❏ 評価0：間違っている。回答になっていない。

Method



結果 13Result

embeddingモデル OpenAI (AVG=50.8) snowflake (AVG=46)

応答用LM 4o
mini 27B 12B 4B 1B 4o

mini 27B 12B 4B 1B

  質問に答えられるか 16 20 7 8 5 13 17 8 6 9

  嘘をつかないか 25 25 15 6 4 19 12 7 6 4

  関係ないことに答えないか 30 30 30 30 3 30 30 30 30 9

合計(90)　71 75 52 44 12 62 59 45 42 22



結果：言語化 14Result

● 応答用LMのパラメータが増えると成績が上がる: 当然
● 4B 以上は関係ない質問に答えなくなる: 感心
● 1B, 4B, 12B モデルはまともに応答できていない: 残念

○ 表やそこからのリンクをちゃんと読み取れていない
○ 情報の参照で躓いている模様。embeddingの質が影響か。

● 27B は 4o-mini とほぼ同等の成績だった: 関心
○ embeddingの不備も地頭の良さでねじ伏せている印象
○ 27B のローカル実行はそれなりの環境が必要

● OpenAI の embeddingモデル の方が平均スコアが高い: 関心
○ 特に高パラ応答用モデルの使用時に性能差が出やすい



応答用LMの回答例１ 15Result

評価３
Q：額田奨学金で5千円の本を買いました。手続きは不要ですよね？
A：いいえ。額田奨学金で本を購入した場合、金額に関係なく手続きが必要
　　になります。（以下手続きの説明）

評価２
Q：公的研究費で9万円の電子書籍を購入しました。5万円以上なので冊子と
　　同じように備品登録が必要ですか？
A：9万円の電子書籍を購入された場合、5万円以上のため備品登録が必要で
　　す。令和6年4月1日から、電子資料も一定の金額を超える場合には備品
　　登録が必要になりました。（以下手続きの説明）



応答用LMの回答例２ 16Result

評価１
Q：教室研究費で2万5千円の資料を買いました。どうすればいいですか？
A：以下の手続きを行う必要があります：

1. 購入した資料を持参してください（冊子の場合は実物を、電子図書
　　　の場合は利用可能なことが分かる印刷物）。

2. 「寄付申込書（図書）」を準備し、捺印を行います。公的研究費管
　　　理マニュアルからダウンロードできます。（以下手続きの説明）

評価０
Q：教室研究費で3万円の電子書籍を購入しました。どうすればいいですか？
A：教室研究費で3万円の電子書籍を購入された場合、登録が必要で以下の手
　　続きを行う必要があります。（以下手続きの説明）



結論 17

RAGの精度は過信できない
➔ 今回使用したHPは少々入り組んだ構造なため，LMにはか

なり情報が把握しにくかった模様
◆ そのまま食わせても良いチャットボットはできない
◆ HPのLM可読性を考える必要がある

Gemma3 27B 程度の性能があると心強い
➔ embeddingで多少ミスってもねじ伏せるだけの地頭

◆ 自前で実行するにはそれなりの環境が必要になる
◆ embeddingがよければ 12B 程度でもうまくいくかも

Concl.



今回の実験の少し詳しい概念図 18

● Difyで作ったチャット
ボットを，Dockerで
ローカルホストに展開

● PythonでAPIエンドポ
イントから質問を投入
し，応答内容(JSON)を
CSVに変換する

● Pythonプログラムと今
回の質問内容(30問)は
GitHubで公開している

補足情報

https://www.docker.com/ja-jp/
https://github.com/hellboy84/dify-api-client


19

お勉強しといてよ

お　　　　し　　　　ま　　　　い

https://youtu.be/Atvsg_zogxo?si=2I2iaS61ItiE-QDI

